TOYOTA 


PhoeoMR.S。 
2 が 7 カワ は プルー マイ カ ぐ 8M6>。 
較 FGT7 ト リム カラ ー は レッ ド 。 


4 萌 朋 詳 


Ws 1 


スポ ボー ツテ ィ スト 漂う 装備 が 、 

欲 びに 満ち た ド 多 1 ビン グ べ と 誘う 

心 は すでに ワイ ン デ ィング ロー ド へ と ワー プ し て いる 
* も ちろ ん この まま ノー マル に 徹する も 良し 。 

カス タ ヤ イジ ング で 自分 らし さ を ア ピール す る も 良し 。 

いずれ に し て も 人 日 を ひく 存在 に は 違い な い 。 

スポ 


I 


な 標 准 装 備 
・ 本 革 巻 き 3 本 スポ ー ク ステ アリ ング ホイ ー ル 
・ 本 革 巻 き を シフ トレ パー ノ プ 


NL 


・ マ ニュ アル エア コン 


* 電 動 リモ コン カラ ー ド ドア ミラ ター な ど 


SL 


軸 


す ] 
き 」 


1 
1 


LM] 
:。 | 


本 共益 き 3 本 メ ポー クス テア リ シ グ | 本 羊 き テ フ トップ 


ツ 指 向 の アク テオ プ な 人 に こそ 相応 じい 。 < デ 


ELLRLL 


了 ョ ー 
し | _- 
| wm 
| 


ネ N ささ 
で こ に な 、 表 友 を 遊 る 8 の 


恋 


(上 ) ア ル : ペ ダル ( 下 ) 本 放 大 き シ フト レ パ ー ノ プ (上 )3 昌 シル パー メー ター ( 下 )5 紀 レル パー メー サー( 上 て) (HMDrCD< 人 AM/INI マ ルプ 者 了 チュ ナー 人 う 2 
(F) デ ワレメ 


お 気に入り の カラ ー リ ング は 、21 通 り の 中 に きっ と ある 。 
ボディ カラ ー は アク ティ プ で ライ ト な トー レ か ら 深 みみ の ある シッ ク な 色合い まで 全 7 色 。 加え て 室内 の ツー ト & ド アト リム は 3 色 ご 用 意 し まし た 。 
トー タル で 21 通 り の 組み 合わ せ 。 こ の 豊富 な カラ ー バ リエ ーション も MR-S の 魅力 で す 。 
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さわ や か な 風 を 、 ま ば めい 光 を 全身 で 感じ る こと が で きる 歓び が 。 オ ー プ ンス ポー ツ ド ライ ビン グ は ゆめ た か な 自然 の 
大 切 さ を も 教え て で くれ ます 心地 よい 美しい 環境 の 中 で 、MR-S の 気持 ちよ い 走 り を いつ まで も 楽し か た め に 。 ト ヨタ 
は 「 ト ー タ ルク リー ン 」 の 理念 の る と 、 ク ル マ の ライ フサ イク ル で ある 「 開 発 ・ 生 産 ・ 使 用 ・ 廃 棄 ] の すべ て の 過程 の 中 で 、 
人 と 地球 に や さ し い クル マ づ くり を 進め て いま す 。 こ と こ で は その 取り 組み の 一 端 を ど 紹 介し ます 。 


環境 マネ ジメント シス テム ISO14001* を 取得 。 

トヨ タ は 生産 分 野 は も ちろ ん 、1998 年 に は 設計 と 開発 の 各 分 野 に お いて 、 国 内 自動 車 メー カー と し て 初め て 
ISO14001 の 認証 を 取得 。 MR-S も この マネ ジメント シス テム に 基づい て 、 さ ま ざ ま な 角度 か ら 環 境 保全 に 取り 組ん 
で いま す 。 


*1.ISO14001: 和議 少 GRU20998 和 9 MNO 国語 才 環境 信和 を 継続 的 に 低 浅 で きる シス テム を 構築 し た 
企業 、 自 治 体 の 組織 な ど に 認証 与 を られ 


地球 温暖 化 を 防ぐ ため に 。 

燃費 向上 に よる CO2 排 出 量 の 低減 。 地 球 温暖 他 | 

こと で その 排出 量 を 低減 する こと が で きま す 。 その た め に トヨ タ で は 、 / 

走行 抵抗 の 低減 、 軽 量化 な ど 、 総 合 的 な 見 地 か ら ア プロ ー チ を 実施 し 、 光 費 の 向上 を 図っ て いま す 。 MR-S で は 

そう し た 取り 組み の 中 で 特に 新 世 代 エン ジン 12Z-FE、VVT: (連続 可変 バル プ タ イ ミン グ ) を 採用 し て いま す 。 
エグ コー の 効率 化 に よる フロ ン 削 減 エア コン の 冷媒 に は 、 オ ゾン 層 を 破 塊 し 25N2 ロ ン HEG1344 へ の 代替 を 

1993 年 末 に 完 耳 し て いま す 。 し か し その HEC134-a も 地球 温暖 化 に 影響 が ある と され < おり 、 エ アコ ン の 高 効率 化 
に より 、 冷 媒 の 使用 量 を 3322 削 減 (当社 従来 還 比 ) し で いま す 。 


クリ ー ン な 都市 環境 の た め に 。 

トヨ タ は 、 ガ ソリ ン 乗 用 車 に 平成 12 年 10 月 か ら 適 用 され る 新 排出 ガス 規制 に 対応 し た クリ ー ン な エン ジン の 搭載 を 始 
めで て いま す 。MR-S に 搭載 され て いる 1ZZ-FE エ ンジ ン は 、 平 成 12 年 排出 ガス 規制 値 か あら さら に NOx( 窒 素 酸化 物 ) 、 
HC (炭化 水素 ) を 25 め 低減 し た ]-TLEV*2 (移行 低 排 出 ガス レベ ル 車 ) の 基準 を クリ ア *3 (社内 評価 ) し て いま す 。 


*2.I-TLEV(]apan TransiHional Low Emission Vehicles) 環境 庁 低 公害 車 等 排出 ガス 技術 指針 に よる 定義 。 
*3. 王 都 県 市 低 公害 車 指定 制度 (平成 11 年 4 月 改 話 ) の 排出 ガス 甚 玲 も クリ ア し て いま す ( 特 内 評価 ) 。 


使命 を 終え た クル マ は 、 金 属 類 中心 に リサ イク ル さ れ て いま す 。 ト ヨタ は この リサ イク ル 性 を さら に 向上 きせ る た め に 、 
バン パー や 内 装 樹脂 部 品 に 、 リ サイ クル 性 に 優れ た 素材 TSOP* を 積極 的 に 採用 。 ま た 樹脂 部 品 、 ゴ 部品 へ の 
材質 マー キン グ 実 施 や 部 品 締結 吉 数 の 削 小 な ど 、 解体 性 の 向上 に も 配慮 し て いま す 。 さら に MR-S で は 、 ラ ジ エ ー タ ー 
や ヒー ター コア 、 ワ イヤ ー ハ ー ネ ス の 技 等 に は 鉛 を 使用 し な い 部 品 へ の 切り 替え を 推進 。 そ の 結果 、「 新 型 還 の 
鯉 の 使用 量 を 2000 年 末 ま で に 1996 年 比 で 1/2 以 下 に 低減 する 」 と いう 目標 を 達成 し て いま す 。 


か TSOP:Toyota Super Olefin Polymer 2 に 
5. 本 導 才 2424 ご 27420cES れ oe! ヽ る 泉 界 目標 


に 


3 


介 23 ペ ー ジ に [トヨタ MR.S 環 境 仕様 」 を 掲載 し て お り ま す の で 併せ て ご 覧 要 き い 。 


Mechanism 「 技 術 解 説 ] 


ミッ ド シ ッ プレ イア ウト 
Fi を は 


め と し た レー 採用 きれ て いる この パッ ケー ジ は 、 
は じ め と し た 重量 物 が クル マ の 旋回 帆 付近 に 配置 で きる あり ます 。 こ れ に より 
ハン ドリ ング 特性 を ニュ ー ト ラル に 近 - - パ ー ハ ッ ク と の 相乗 効果 で ヨー 慣性 
モー メン ト を 低減 。 同時 に L に より 、 車 両 重心 か ら 上 離 れ た 位置 に 
ほ の 旋 回 角 加 速度 を 増大 させ 、 車 両 の 旋回 
能力 を 高め て いま す - つ は 優れ た 回 頭 必 と 
スタ ビリ ティ に 富ん だ 走り の 実現 に 大 きく 貢 献 し て いま す 。 また ミッ ド シ 
に より 発進 - 加 速 時 に は 、 陳 心 が 駆動 幅 で ある リヤ タイ ヤ 付 近 に 移動 する こ 
を 押え 、 確 実 な トラ クシ ョ ン を 獲得 。 さ ら に プレ ー キ ング 時 に は 、 荷 重 が 前 後 輸 へ パラ ンス よく 
優れ た 制動 能力 を 発揮 する な ど 、 ミ ッ ド シッ プレ イア ウト は 、 高 次 元 の 走行 性 能 
で 、 さ ま ざ ま な 効果 らし て いま す 


グ ゲカ ー!〔 ジン や 燃料 タン ク を 


ウ 


ッ プ と ロン グ ホ イー ル ペ ー ス 。 この 


ッ プ エン ジン レイ アウ ト 


、 パ ワー ロス 


か か る こ 


を 追求 する 2 


量 ・ 高 剛性 ボディ 

ッ プ ブル な 直り の 実現 に ボディ の 軽量 化 は 欠か せな い 要 件 の ひ 
られ ます 。 た だ ボディ の 補強 
こ で MR.-S は 、 ク 


胡 で コン トロ し か 
き 旋 回 時 や 制動 時 な ど に 生じ る 反 力 うる 強 旨 さ が 求め 
に は 車両 重量 の 増加 を 括 配 虚 し な けれ ば な り ま せん 


ィ フ ァ イ す る オー プン 


開 蓄 
ボディ を 形 づ く る 主 唐 骨格 部 材 の スト レー | お よび リヤ サス 
こよ る 結合 な ど 、 軽 量化 を 考慮 し 
し た 。 ま た 高 張力 剛 板 の 多用 や サ プ フ レー 
景 化 の 両立 を 果たし て いま す 


ト 化 や フロ ント サイ ド メ ン パパ 旧 
な が ら 効 率 の 良い 部 材 配 汗 
を 骨格 部 材 


ショ ンタ ワー 間 の 補強 材 


と し て 構成 させ 


エア ロダ イナ ミク ス 
安定 性 や 加 加 性 能 、 燃 料 消費 を は じ め 、 さ まさ ざま な 性 能 に 影響 を 及ぼ し 
を = まず 、 開 発 当 初 か ら 空力 解析 や 風洞 実験 な ど を も 最適 な フォ ルム を 
さら に タイ ヤ ま わり の 整流 効果 を 高め る フェ アリ ング や 床下 の 空気 の 流れ を 制御 する 


の 設置 な ど 、 細 i 散 底 し た 空力 性 能 の 向上 を 図っ て いま す 


単 了 を 記 山 きせ る 角 個 放 は 、 グ イボ ポス テア 1 

ダフ ォ ー ス に 取 C 
ます 。\MIRS は o 
大 させ. 高い 衣 M 信 力 を 天上 


CF: コー ナリ ング フォ ー ス 
M: 旋回 角 加 境 度 
げ : 車両 重心 か ら フ ロン ト タ イヤ まで の 試 


* す 


BEAMS 1ZZ-FE VVT-i 

ェ ン ジン 回 転 数 ・ ア クセ ル 開 度 な どの 運転 状況 に 応じ て 吸気 バル プ の 開閉 時 期 を 最適 
制御 する 可変 バル プ タ イ ミン グ 機 構 (VVT) を 採用 し た この ユニ バ は 、 徹 底 し た 
車両 重量 と 相まって 


(ワー ウエ イト レシ オ 6.9kg/PS を マー ク 。 低 
生み 出し ます 。 パ ワー に 振り 回 され る こと な く フ ル ! 
、 し か も 燃費 は 14.2km/ 2 (10 
達成 。 同 時 に 排出 ガス の 低減 
こ 入 れ た 


) こ な せる 


ド 寺 行 ) と いう 高 水 準 の 数 値 を 
ぅ > ず 、 環 境 保 全 や 快適 性 を も 視野 
に あり ます 


や 静粛 性 な ど 、 走 り の みる 


ポー ツ 指 向 の パワ ー ユ の 新た な 規範 


= デュ アル リン レク 式 の て クタ ファ ー ソ ンス トラ ッ [ 
加え 、 財 性 の 高き が あげ られ ます 。 き め 細 か な セッ テイ ング が 要求 
K 現 する に ふさ わし い 資質 を 秘め て いま す 

タ 解 析 、 テ スト 走行 。 こ うし た さま ざま 
な プロ セス を 経て 得 た も の は 、 高 度 な 直進 安定 性 や 旋回 性 委 と と も に ハン ドリ ング に 素早 く 
を する 軽快 感 。 そし て 限界 付近 で の コン トロ ー ル 性 を 確保 し つつ 、 同 時 に フラ ッ ト な 乗り 
実現 に 大 きく 頁 献 し た の が テス トド ライ バー の 管 能 評価 。 フ ィ ー ル 
2 の 情熱 は 、 理 論 や 数 値 を 超え 、「 走 る こと の 楽し さ 


ド と な っ て 、MR-S を 操る すべ て の ドラ う 


この サス ペン ショ ン の 


され る ミッ ド シ ッ プレ イア 


入念 な セッ ティ ング や チュ ー ニ 


応 


心地 を も 生ん で いま す 
の 領域 まで も 踏 


と いう この 上 な \ 


みみ 込 ん だ 開発 スタ 


イ バ ー に 伝わる う 


ニュ アル トラ ンス ミッ ショ ン 
- ク も スゴ 


加減 速 時 の シフ トワ 


ピン グ の 醸 欄 味 の ひ と つ 。 そ の フィ ー リ ンダ に も 充分 


る ショ ー ト スト ロー ク 。 江 快 


ク が 行 な 
ン 性 能 を 最大 限 に 発 押さ せる 最適 な 
設定 を 施し て いま す 


ヘリ カル L.S.D. 
ル ク 同 応 地 で 
を 走行 が 可能 で す 。 ま た 旋回 時 で は 内 内 の ス 
ステ ア を 低減 。 最適 な 駆動 力 を 椎 保 する と 同時 


財 ベ ンチ レー テッ ボディ スク ブ レー キ 
ディ スク ロー ター に は 、4 幅 す 
耐 摩耗 性 を 備え 、 ま た 軽い 踏 力 で 寸分 な 制動 性 能 を 発揮 する と 同時 に 、 制 動 初期 の 効き と 
人 G 銀 域 の コン トロ ー ル 性 を 高め まし た 。 さ ら に ペダ ルス トロ ー ク を 短縮 し 、 取 付 部 剛性 を 
で 良好 な プレ ー キ フィ ー ル を て いま すず 


する 


し 上 2 


maxim 


n PC 


maximam torque 


lacement 1.794 
sr NET140FS/6.400r.p.m. 


ET17.4kg m/4.400rpm.。 


天 備 一 覧 を ご 匠 くだ Sv 


Safety [安全 解説 ] ExteriorsInterior Equipment [内 装 ・ 外 装 解 説 ] 


ABSI[Antilock Brake System] エア ディ フレ クタ ー 
急 制 動 時 や 滑り や すい 路面 で の プレ ー キ ング 時 に 起こ る タイ ヤ の ロッ ク を 、 コ ンピュータ が ーー 
4 輪 の プレ ー キ 油圧 を 制御 する こと に より 該 ぎ ま す 。 車両 の 安定 性 と 操 能 性 を 確保 し 、 
万 ーー の 緊急 回 避 な ど で ド ライ バー を 支援 し ます 


速 走行 時 に 発生 する キ 
押 制 し ます 。 必要 に 応じ て セッ ト で きる 格納 可能 タイ プ で 、 後 方 視界 の 確保 を 配 應 し た 
透明 の アク リル 板 を 採用 
フィ ン 一 体 タ イプ ワイ バー ブレ ー ド (運転 生 上 ) 

高速 走行 時 に 、 風 に よっ て ワイ バー プレ ー ド が ウイ ンド シー ルド ガラ ス か ちら 浮き 上 が ら 
- 体 化し まし た 。 つね に 良好 な 視界 確保 に 貢献 し ます 


ン 内 へ の 不快 な 風 の 巻 き 込 み を 


| ソフ トト ッ プ オー プン で の 高 


いま す 。 


ABS 装 着 還 


ABS 非 装着 車 


全 ク イヤ カ 


キ は 他 際 を 選 す キ 挫 作 を 行なう よう に し て くだ きい 


エア コン 


ハイ マウ ント スト ッ プ タ ランプ 


快適 な オー プン ドラ イ ビ ン グ を 楽し ん で い ける マニ ュ ア ル エ アコ ン を 設定 し て いま す 
操作 パネ ル に は 扱い や すい ダイ ヤル 式 の ヒー ター コン トロ ー ル パネ ル を 採用 し まし た 
盗難 防止 対 策 


オー プン 状態 の まま で ちょ っ と クル マ を 離れ る 際 の セキ ュ リ ティ に つい て も 十分 に 配 虚 し 、 


ブフ ュー エル リッ ド オ ー プ ナー 


ハイ マウ ント スト ッ プ ラン プ 


意 を 促し ます 


フロ ント フー ド オ ー プ ナー[ 
ほか ら の 投 視認 性 を 高め ます 


WT 態 り 変わ り ます や エン ジン フー ド オ ー プ ナ 


シー トバ パッ ク 後 ろ の ラ 
MD・CD 一 体 AM/FM マ 


チュ ー ナ ー、MD プ レ - 


す 。 両 ドア に は 


カー を 設定 。 ダイ ナミ ッ ク な サウ ンド を バッ ク 


御 撃 を 吸収 し や すい 構造 に する jー の 衝突 時 の 衛 撃 荷 重 を で きる 
テレ 回 時 ボディ 笛 族 る 刀 也 本 に が < | リヤ フォ グラ ンプ 16cm フ ルレ ンジ 
か ぎり 吸収 する と 同時 に 、 ボ ディ 骨格 全体 に 効果 的 に 分 散 さ せ 、 キ ャ ピン の 変形 を 最小 限 412 の ン 
に 抑え て 客室 空間 を 確保 し ます 。 コ ンピュータ に よる シミ ュ レー ショ ン 解 析 や 数 々 の 実車 衝突 | に 軽快 な オー プン エア クル ー ジ ング を お 楽し みく だ さい 


ー タ を フィ ー ド バッ ク し 、 日 本 や 欧米 の 安全 基準 を 余裕 を も っ て クリ ア し た | アン テ ナ 
衝突 安全 性 能 を 備え て いま す “"S EDITION" に は ラジ オ の スイ ッ チ に 連動 する オー ト 伸 秦 タ ダイ プ を 、 そ の 他 の グレ 
に は 脱着 式 ロッ ド タ イ プ を 採用 し まし た 


ここ 
MD.CD 一 体 AMZFW 
電子 チュ ー ナ ー 人 は 


運転 席 ・ 助 手 席 SRS エ アバ ッ グ 
SRS エ アバ ッ グ は シー ト ベ ルト を 補助 する 
一 の 事故 の 際 、 前 方 か ら の 強い 衝撃 に 対し て 作動 し 、: 
時 大 な 傷害 を 軽減 し ます 、 な お 、SRS エ アパ バッグ は 衝突 時 の 衝撃 が 笠 い 
場合 は 作動 し ま 


*SRS[ 乗 仙 保 


UL3 6 
助 


生 護 は 機 人 


\T 旧 が ぁ り ます 。 必 所 
iM 運転 遍 ・ 防 手 族 SRS エ アッ グ 


7 ) 

ー ト ベル ト を 巻き 取り 、 拘 東 に 

シー ト ベ ルト に 一 定 以上 の ンー 作 
ヽ の 衝撃 を 緩和 する 


ルッ フォ ー ス メリ ミッ ター 機 貫 


作動 


た 状態 を 和 現 


ター 検 構 付 シ ー ト 
に 前 方 か ら の 強い 衝 克 を 感知 する と 、 肢 時 に 
身体 べ の 負担 を 考 虚 し 
バル ト を 繰り 出し 、 


機構 を 採用 し て いま す 


ォ プ リ テ ン シ ョ ナー 機構 は 科 実 時 の 礎 


合 は 作動 し ませ ん 
モネ (MONETiMob 
ます 


*4 “SEDITION" BEDITON" 以 7 


Dealers Option 


Fun Sport 
@ 


Photo:MR.S。 ポ デ マイ カメ タリ ッ ク で 6S1 ユ ュ シ 


分 割 に Z 折 ー ト に 収納 で きる 手動 タイ プ の ソフ トト ッ プ は 、 軽 量 で 耐久 性 、 耐 候 性 に 優れ 7 採用 し て いま す 。 リ ヤ ウ イ ン 
長期 の 使用 で る クリ ア な 視界 を 確保 する ガラ ス 和 抽 を 採用 する に 、 ウ イン ガー( タ イマ ー 付 ) も る 装備 し て いま す 


リフ トト ッ プ 収 納 プ ロモ ス 


標準 装備 [| メー カー オプ ショ ン ( ご 往 文 上 に 申し 受け ます 。) 


トヨ タ MR-S 主要 装 備 一 覧 表 EDTION 計 "BEDIHON" 暫 売 装着 オ プシ ョ ン 


時 ク イヤ & ホ イー ル 
プロ ント i85/55R5 81V(15X6 ル アル ミホ イー ル ) リヤ 205/50R15 85V (15X6”aJ ア ルミ ホイ ー ル ) 
フロ ント 18S/55RI5 81V (15X6 朋 スチ ー ル ホイ ー ル )+ リ ヤ 205/50R15 85V (15X6 り 月 ステー ル ホ イー ル )| 。。 | 
旋 急 用 タイ ヤ 

時 足 まわ り 

1 内 ペン チレ ー テ ッ ド ディ スク ブレ ー キ 
スタ ビラ イザ ー (フロ ント きり や ) 

り カル LSD (9 ミ テッ ドス リッ プ ・ デ フ ) 


エア ディ フレ クタ ー 
マフ ラー カッ ター 
アウ ト サ イド ドア ハン ドル 
ソフ トト ッ プ (リヤ ガラ ス 付 ) 
ディ タッ チャ プル トッ プ 


人 
ABS (アン チロ ッ ク ・ プ レー キ ・ シ ステ ム ) 
ハイ マウ ント スト ッ プラ ンズ 
リヤ フォ グラ ンプ 
SRS ェ エア バッ グ 


助 考 褒 
ELRf3 点 式 シー トペ ルト (プリ テン ショ ナー& フ ォ ー ス リミッタ ー 機 構 付 ) 


'2( 運 転 遍 ワ ンタ ッ チ 式 ) 
ドア キー 連動 電気 式 F ア ロッ ク . 
き 本 スポ ー ク ステ アリ ング ホイ ー ル 
シフ トレ バー ノブ 
キー 一体 型 ワイ ヤレ ス ド ア ロッ クリ モー トコ ント ロー ル (アン サー バッ ク 付 ) 


マニ ュ ア ル エ アコ ン 
ダイ ヤル 式 ヒ ー タ ー コ ント ロール パパ ネル 

アル ミ ペ ダル 

イン スト ル メ ント セン ター ポッ クス 

フロ ント ポッ クス 

ラゲージ スペ ー ズ 

スカ ッ プ プレ ー ト 

時 オ ー デ ィ オ *7 

MD・CD 一 体 AM/FM マ ル チ ヂ 利子 チュ ー ナ ー 付 ヶ ジ オ &4 ス ピー カー 


時 その 他 


や < メー ュー ネプ ショ ン > は ご 注文 時 に し 生け ます 。 メー ネー の 工 坦 で 交 す る た め 、 ご 文 栓 は お 役 け で きま せん の で ご 了 示 くだ きい 
条款 を 所 時 に 名 能 で す 、 な お 、 り ヤ フ ォ クラ ンプ を 疹 し た 場合 、 ナ ー ル ッ ンプ の 人 人 細 が 変わ り ます 。 

= ウレ ス 仁 財 6 設定 し て いま す -。 隔 SRS エ アバ ッ グ 郁 欠 の 場合 は 、 イ ンス トル メン トイ ド ポッ クス が 装着 きれ ます 。 

= 転倒 は デン ション リ デュ ー サ ー 人 4 と な り ます 。 

= 下 果 SKS エ アパ ッ 洒 広井 、 隊 側 は プリ テン ショ ガー 要 構 の み と な り ます 。 


*5. 電 下 和 備 は プリ テン ショ ナー 機構 の ふみ と な り ます 。 6"S EDITION~ に 設 補 の も の と は 人 所 な り ます 。 =7. こ の 他 に も 度 MU 殺 プシ ョ ン を 川 意 し て お り ます 。 証し い 2 定 に つい て は 内 思 に お たずね くだ きい 。 


で. 和仁 杯 で は 古寺 電 で の 合用 を 考 上 し て 、 ま に 到 吉 マ ウイ 6 人 等 の 人 才 ・ 瑞 久住 の 貞 上 る 還っ て いま す 。 な あめ 、 間 光則 に は 補導 始 (上 が 年 に 休 続 柚 な り ます 。 
ぐ 企 中 に 直交 大 オプ ショ ン と し て 、 座 本 を 設定 し て いま す 。 詳し く は 販売 下 ま で お た ず ね くだ さい 。 
る SEDITION" *B EDITIONT は モッ トメ ー カ ー オ プシ ョ シン 名 称 で す . 


全車 標準 装備 


=9. 上 が Pe の み の 可 錯 と な り ます 。 


容 准 地 仁 様 に 】 人 


*S EDITION" 人 *B EDITION' 

メー カー 希望 小売 価格 『! 198.0 万 円 188.0 万 円 168.0 万 円 
北海 道 地区 メー カー 希望 小売 価格 % 199.0 万 円 189.0 万 円 169.0 万 円 
主 な 標準 装 剛 フロ ン H5X6]、 り ヤ 15X6 り AU アル ミホ イー ル | 本 基 33 本 スポ ー ク ステ アリ ング ホイ ー ル | 介 4 帳 ペンチ レー テッ ド デ ィ スク プレ ー キ 

0 アベ ダル 人 @ 本 汗 を シフ トレ バー ノブ 22 ピ ライ ザー( フ ロット & リ ヤ ) 

例 キ ーー 体型 ワイ ヤレ ス ド プ ロッ ク ⑯ マ ニュ アル エア コン 全 ス カッ フ ブ プレート など 

リモ ー ト コン トロ ー ル (アッ サー バッ 2 付 ) @ 電 勤 リ モコ ンカ ラー ドド 7 
介 フ ロン ト ボ ックス な ど 


定式 は 価 仙 が 所 な り ま す - 2 議 放 所 旬 は の 
る 価 本 は スペ アタ イヤ 、 タ イヤ 交 失 唱 工人 は の 価格 で す 。 人 価格 に は 4 プション お よび 到 人 旨 は 合 まれ ま 入 ん 。 人 保有 前 、 税 生 ( 信 な 滑 旨 )、 雷 章 な だ の 誠人 川 は 品 中 し 受け ます 。 


MKS333 


Bt ま す - で 休 フ ー カ ー 和 人 人 で 本 で 人 322 時 に の で いっす ので いく は pc で 558 


トヨ タ MR-S 主 要 諸 元 表 


MR-S 
*S EDITION" *B EDITION" 
= 本 式 - 重 量 ・ 
軸 民 式 Sm マニ ュ ア ル irZZW3OAKNHQH GHZZW30.NKNIQHT | GHZZW0AKNMQHCB) 
還 時 円 7o g70 EE 
両 旨 遇 由 1oeo oo 157o 
息 小 岐 時 人 ゃ so 
PinLr2m7i 
エン ジン 
12 グ FE 
ETn' 放 列 4 気 両 DOItG ] 
全 用 人 料 蘭 佑 レギ ュ ラ ー カ ガソリン ] 
穫 琲 馬 ロ 1794 
Tr23IL】 P COOOF 
IE 回 jo.o 
最高 旧 力 (W 140/6.400 
最大 トル ク ( キ rh 17./4.400 
ECIMIRYECTT' EFT( 電 子 宙 本 式 李 料 只 光 ) 
意 笠 タン ク 容 ロ 48 
法定 具 
全長 ET 
信 軸 1696 
人 交 1235 
ホイ ー ル ベーネ 2450 


委 訓 見 
= ステ アリ ング サス ペン 
ステ アリ ング 


ラッ クビ ピニオン 


es 可 エラ ント ペコ イル スプリング 
スペ ンション 
是 FE トラ ッ ト S ベ コイ ルス プリ ング 
Di ベン チレ ー テ ッ ド ディ スク 


ブレー キ 
ECK3 


ベン チレ ー テ ッ ド デア ィ スク 


を 控 用 し て いま す . 


\ も 0 ます 
0 と な っ て いま す 。 
の TIRST ET "BEAMS_ "VVT で TSOF (は Fa タロ 動車 (の 健全 で す 。 人 2Yp、4Sp、59p、1415p の は 合 記 に よる イメ ー ジ ザ 邊 で す 。 
@ 凡 送 次 計 に よる 重定 中 靖 級 傘 人 製 事 馬 92 邊 生葉 会 人 


NIRS す 詠 NNvmmy 


| デア 直 基質 ” [crci EE CI 
温室 幼 果 ガス 使用 最 


| 過 制 下る し く は レベ ル 値 
(10・15 モ ー ド 規行) 


En 
E) 
PTZ3 
リサ イク ル 関 係 リサ イタ ル し 易い 材料 を 使用 し た 部 品 (TSOP) 
樹 且 、 ゴ ム 部 品 へ の 材 埋 表示 
解体 性 ト バンパーg EE 
| リサ イル の 使用 ( り サ イク ル PP 使 用 竹 品 ) = | アーム パー ティ ショ ン キ リム 、 ラ ロン ポッ クス 


補 電 製 と 全 障 邊 の リレー 等 に 合川 。 


ez 一 


TOYOTA 


7OYO7A /W7EIE7 DR/VE 
ffp://wwW oyo7g.co.)p//M/-s 


プン 財前 


I れ いた し まし た 。 * り NO9e9910 


